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平成 26 年

学 で き な

た 。 絹 の

クラフト

馬 県 蚕 業

    →公

島織物→

第２章

今年の景

ＴＭＯ株

まちづく

古河に行

ＴＭＯ  (

ganizatio

まちづく

理）する

一部業務

発に関す

市街地に商

経営、技術

する指導及

処、お休み

飲食店の経

渡ります。

       

章《境地

年度の境駅

な か っ た 、

の 歴 史 を 今

作りにも

 

業 取 締 所 →

公園→   

  →旧湯

章《景観

景観先進都

株式会社雪

りに携わ

行ってきま

(Ｔ own Ｍ

on)とは、

りをマネ

機関のこ

務を紹介し

する企画、

商業の振興

術、販売、

及び情報提

み処等軽食

経営④雪華

 

 

巡 っ た

      

地区歴史

駅南地区の

ま ち の 西

今 に 伝 え る

挑戦しま

→    → 佐

→絹の館

湯浅医院  

観先進都

都市視察は

雪華（ゆきは

わっている

した。  

Ｍ anagemen

その名の

ージ（運

とです。

します。①

調査、設

興を図る

、財務等

提供③お

食、喫茶

華名を冠

第  ８ 号

た と こ ろ  

      

ぷ

史の路地

のまち巡り

西 側 を 歩 き

る 施 設 巡 り

した。  

佐 波 新 田 用

館→   →

都市視察

は、  

はな）

城下

nt Ｏ

のとお

運営・

 

①都市

設計②

為の

に関

食事

店、

した民芸

 

号  
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ぷろろー

地裏めぐ

りで

き ま

り と

用 水

→  

察『古河

芸品、工芸

（佐 藤 よ）

ーぐ 

ぐり》平

河市まち

芸品の開

平成 27

ちづく

平成 27

発、企画

景

木島織

古河

7 年 10

り会社

27 年 11

画、販売な

景 観 サポ

び 

織物所  

河市内  

月 3 日

社雪華』》

1 月 14 日

など多岐

ポーター情

じ

日 

》 

日 

に

情 報 誌

じん 
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第 1 章《境地区歴史の路地裏めぐり》  

 

①   群馬県蚕業取締所境支所  

・建築年：昭和 2 年   

・構―造：鉄筋コンクリート 2 階建、陸屋根アスフ   

ァルト防水   

・設計者：群馬県建築技手 (ぎて ) 小林判治  

・建物の特徴  

直 線 を 基 調 と し た ア ー ル デ コ 調 の 重 厚 な も の

で 、 当 時 の 公 共 建 築 の 建 築 的 嗜 好 や 特 性 を 良 く

伝 え て い る 。 正 面 玄 関 ポ ー チ と 屋 上 パ ラ ペ ッ ト

の ２ 段 に せ り 出 し た 造 形 は 、 存 在 感 の あ る 特 徴

的な意匠。  

玄 関 入 口 の 上 部 に は 、 当 建 物 と 周 囲 の 風 景 を

モ チ ー フ と し た ス テ ン ド グ ラ ス が 設 け ら れ て お

り 、 東 武 鉄 道 伊 勢 崎 線 や 桑 園 の 様 子 。 ま た 、 遠

く赤城山が描かれています。  

・歴史的背景  

明治２０年以降、養蚕県であった群馬県では、

蚕の伝染病である「コウジカビ病」や「微粒子病」を防ぐための検査所として、

県内に１３箇所の蚕種検査所が造られました。  

境 地 区 で は 明 治 ３ ９ 年 に 伊 勢 崎 蚕 業 予 防 事 務 所 境 出 張 所 が 設 置 さ れ 、 明 治 ４

４年に群馬県蚕業取締所境支所に名称を変更。唯一現存している貴重な遺構で、

当 時 の 養 蚕 業 の 隆 盛 を 伝 え る と 供 に 、 建 築 的 嗜 好 や 特 性 を 今 に 良 く 伝 え ていま

す。  

②   佐波新田用水  

・歴史的背景  

大 正 １ １ 年 佐 波 郡 、 新 田 郡 に お い て 大 干 ば つ が 起 こ り 稲 作 に 大 き な 被 害 が 生

じ ま た 。 采 女 (う ね め )村 、 境 町 、 殖 蓮 村 、 剛

志 村 、 新 田 郡 世 良 田 村 な ど の 参 加 を 得 て 、 水

田 五 百 余 町 歩 の 所 有 者 が 一 団 と な っ て 大 正 １

２ 年 ３ 月 １ ２ 日 、 新 田 用 水 耕 地 整 理 組 合 を 設

立 さ せ 新 田 用 水 の 施 工 に 取 り 掛 か り ま し た 。   

（出典：群馬県佐波郡誌）  

③   よしの記念公園  

・   旧 境 町 時 代 の 大 地 主 で あ っ た 吉 野 家 の 家

屋 敷 が あ っ た 所 を 吉 野 金 三 郎 氏 が 平 成 １ ２

年町に寄付をしました。  

・  境の吉野家は、絹産業で財を成したと言われ

ています。  

・  敷地寄付に当たり二つの条件（ 1､町民の憩い

の場にする。2､氏神様は残す）があったそう

です。  

③   絹の館  

・歴史的背景及び概要  

よしの公園氏神様  

蚕業予防事務所  



 

④

⑤

⑧

昭和

あった

木造

はおよ

合資

崎銘仙

京三越

国など

「富

とし、

５４年

に寄付

  諏訪神

・紹介  

当社

(ほうせ

た。天

て、こ

また、

春日神

  有限会

・紹介  

織物

のプロ

・作業工

1.デザ

 旧湯浅

・建築年

・構  造

・施  工

・建物の

１２年新

。  

造２階建、

そ百坪。

資会社金子

仙などを織

越や西欧各

どに輸出。

富を残さず

教育福祉

年に工場と

付しました

神社  

社 は 天 正年

せん )し、

天保 ９年

これ を譲り

明治に稲

神社、八幡

会社木島織

物所とは「

ロデュース

工程（概要

ザイン  

浅医院  

年：昭和９

：木造瓦

く施され

工：木口組

大工は

の特徴：  

木島織

新築の金子

数寄屋風

 

子輸出織物

織り、２９

各国、南ア

伊勢崎銘

ず、徳を残

祉に私財を

と母屋のす

た。  

年 間 （ 157

剛志村下

（ 1838）、

り受 け現在

荷神社、秋

幡宮を合祀

織物所  

「元機屋」

ス（制作全

要）  

年（昭和

葺き２階

れている）

組（前橋市

は、今井氏

織物所  

子仲次郎邸

風造りで建

物工場で伊

９歳にして

アフリカ共

仙の先駆

残せ」を信

を寄付、昭

すべてを境

3-1591）

武士に鎮

萩 原の有

在地 に鎮祭

秋葉神社、

祀しました

と呼ばれ

全体を統括

和 26 年一部

建、木造

）。  

市芳町（三

氏（詳細不

[3] 

邸で   

建坪   

伊勢

て東

共和

者。 

信念

昭和

境町

諏 訪 大 社

祭 (ちんさ

志 ５０余

祭し た事を

、八坂神社

た。  

反物を織

括する場）

2.材料

3.製錬

4.整経

5.染め

め )

6.織の

7.製織

8.検査

9.販売

・歴史

木 島

５ 年 で

の銘仙

部改築）

洋風医院

三河町））、

不明）  

の 分 霊 を

さい )され

戸 の賛助

を初 めとす

社、大国神

織り上げる

。  

料糸の仕入

錬（糸の汚

経（糸野本

め（締括 (

･捺染 (な

の準備  

織 (せいし

査・仕上げ

売  

史  

島 織 物 所 が

で 、 当 時 は

仙の機屋が

建築（洋

現在も営

奉遷

れまし

を 得

する。

神社、

上で

入れ  

汚れ取り）

本数や長さ

(しばり )

っせん）

ょく）機

げ  

が 銘 仙 を 始

は 旧 境 町 だ

がありまし

風建造物

営業が続い

旧金

）  

さを整える

・板締 (い

など）  

機折りのこ

始 め た の

だ け で も

した。  

としての

いています

大黒

金子邸  

る）  

いたじ   

と  

は 昭 和 １

５ ４ ０ 件

装飾性が

す。  

黒天様  

多



 

 

《

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は

町

風

事

て

Ｔ

細 や

な ど を

イド・

す っ き

と言え

洋 館

の 丸 窓

グ の 外

ニーと

方 位

見 る と

い ま す

け る こ

吉 」 と

造とい

 サポー

説明する

時間割が

参加者と

ハンドマ

反省会は

第２章

「古河」

徳川将軍

などとし

現在も市

格が偲ば

しかし、

により、

そして、

続き、「糸

その様な

ＭＯ株式

や か な 装 飾

を 設 計 し た

ライト」が

き り と し た

えます。  

館 の 面 影 を

窓 や 薬 局 の

外 窓 や 、 ２

パーゴラ

位 の 面 か ら

と 、 辰 巳

す 。 こ の よ

こ と は 、 昔

と さ れ 、 民

いえます。

ター反省

る施設毎の

が忙しく、

とサポータ

マイクの使

は、当日が

章《景観

という文

が日光東

て発展し

市内に武家

ばれます。

古河城は

城郭の殆

明治・大

糸の町」と

経緯のな

式会社雪華

飾 性 は 排 除

た 米 国 の 建

が好んだ水

た 近 代 建 築

を 残 す 落 ち

の 木 枠 の ガ

２ 階 寝 室 の

ラが特徴で

ら 玄 関 の 位

（ 東 南 ） の

よ う に 、 玄

昔 か ら 最 も

民 家 な ど で

 

省点》  

の担当者が

、説明が不

ターとの意

使用方法が

が良いと感

観先進都

文字は南北

東照宮参拝

しました。

家屋敷の名

 

、明治 7

殆どが河川

正時代は

と呼ばれる

か江戸時

華（ゆきは

除 さ れ 、 旧

建 築 家 「 フ

水平線が強

築 と し て の

ち 着 い た 建

ガ ラ ス 戸 、

の 前 面 と 東

です。  

位 置 に つ い

の 方 位 に 玄

玄 関 を 辰 巳

も 好 ま れ る

で よ く 見 受

が事前調査

不十分であ

意見交換の

が不慣れで

感じた。

都市視察

北朝時代か

拝の折の宿

 

残や商家

年に取り

川敷に取り

、製糸業

るほど活況

時代よりの

はな）」よ

[4] 

旧 帝 国 ホ テ

フ ラ ン ク

強調され

の 外 観 の 意

建 築 で 、

、 ダ ブ ル ハ

東 側 の バ ル

い て 考 察

玄 関 を 設

巳 の 方 向

る 方 角 で

受 け ら れ

査し説明

あった。

の時間が

で、事前練

察『古河

から使われ

宿泊場所と

家の町割り

壊され、

込まれて

が興り、

況を呈しま

の歴史をも

り、その活

テ ル

・ ロ

た、

意 匠

玄 関

ハ ン

ル コ

し て

け て

に 設

「 大

る 構

できたこ

あれば、

練習が必

河市まち

れていたよ

として、ま

、由緒あ

その後は

てしまいま

明治前半

ました。

もつ商家の

活動につい

とが、良

より有意

要だった。

ちづく

ようです。

た奥羽街

る神社仏

大正年間

ました。  

まで古河

の保存再生

いて説明

旧湯

かった。

義であっ

。  

り会社

江戸時代

街道・日光

仏閣があっ

の渡良瀬

の代表的

生などに携

を受けま

湯浅医院

 

た。  

社雪華』》

代「古河城

街道の宿

て、当時

川の改修

な産業と

携わる「古

した。  

玄関

》 

城」

場

の

工

し

河  



 

イ

情

数

島

り

 
 
 
 
 

地

観

辺

ぎ

し

き

か

ト）のお

報提供し

また、バ

実践面で

棟の蔵を

 １万人

 「蔵美

 爽快自

 蔵めぐ

今回の視

私達のま

弥平旧宅

古河とは

など大き

ありがと

約 十 ｃ ｍ

区 や 通 り

を 形 成 し

は 緑 豊 か

る 車 の ゴ

た。  

ま た 、 敷

に く く 感

と少し心

 

話はとて

、頑張っ

ナー広告

は、江戸

利用して

人篆刻アー

美」ご当地

自転車ツア

ぐりウオー

視察はとて

ちに目を

」は、の

まち並み

なヒント

うござい

ｍ 四 方 の 石

毎 に 個 性

し て い ま し

か で 森 閑 と

ゴ ツ ゴ ツ ゴ

敷 石 の 表 面

感 じ 、 高 齢

配しまし

ぬたや

も参考に

ていると

告に取り組

・明治・

の「蔵美

ートイベン

地市  

アー  

ーキング等

も勉強に

転じると

どかな養

みの形成も

を頂きま

いました。

石 を 敷 き 詰

性 的 で 風 合

し た 。 歴 史

と し 、 と き

ゴ ツ と の 音

面 に 凹 凸 が

齢 者 な ど が

した。   

やの蔵  

なりまし

のこと。

組んでいる

大正各時

美」のまち

ント  

等々  

になりまし

、世界文化

養蚕農家で

異なりま

した。  

改めて時

詰 め た 道 路

合 い の あ る

史 博 物 館 の

き お り 通 り

音 が 耳 障 り

が あ り 少 し

が 転 倒 し な

    

《岡部》
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た。１２

 

る事も大変

代に建築

ちづくりに

した。  

化遺産「富

で周辺も同

ますが、ま

時間的な余

路 は

る 景

の 周

り 過

り で

し 歩

な い

    

 

それは

づくま

実践的

い事例

 平成

衰退が

市街地

を講ず

地元商

り委員

年 ８ 月

（株）

ホー

ット古

０の加盟

変に参考に

された石

に取り組ん

富岡製糸場

同様の農家

ちづくり

余裕をもっ

    

、中心市

ちづくり

な成果を

と思われ

初期のバ

顕著にな

の商業サ

べく古河

業者が組

会」を設

に は 株 主

雪華が設

ムページ

河」（暮ら

店の商店

になりまし

蔵、土蔵

んでいます

場と絹産業

家群です。

の取り組

って訪問し

   

古河市

街地活性

会社（ＴＭ

あげてい

ます。  

ブル崩壊

りつつあ

ービス。

市・商工

織して「

立。継い

主 １ ０ ７ 名

立されま

開設「知

しと観光

主自ら写

した。  

、レンガ

す。  

業遺産群」

 

組み方とか

したいと思

    

市歴史博物

化法に基

ＭＯ）が、

る数少な

に伴い、

った中心

その対策

会議所・

まちづく

で平成９

名 に よ る

した。  

っとこネ

の情報サ

真を撮っ

蔵と１１

」である「

か、仕組み

思いました

《七條

   

物館  

て

０

田

作

た。 

》  

 

   



 

あ

っ

体

状

と

役

で

動

て

て

会

す

さ

え

と

抱

条

る

性

は

適

ら

す

る

は

 

 

 

 

 

 

古河市の

れば利益

ているこ

験でした

ところで

を 私 な り

を 述 べ て

戦 後 の 経

割 が つ い

はないか

に 対 し て

い け ず 取

いると感

ま ち の 歴

が変動し

る 要 求 が

れている

ない旧市

ることに

まちは社

え苦しん

件が異な

ため戦後

しかし、

に薄く、

歴史的地

性を備え

また、毎

このこと

ない生活

市民一人

ることに

ことの“

その為に

重要では

 

 

 

 

雨の中、

取り組み

益追求は当

とを強く

。  

、我が伊

り に 把 握

て み た い と

経 済 の 発 展

い て 行 っ て

か。激しい

て か ち の 変

取 り 残 さ れ

じます。

歴 史 を つ

てしまい

が 激 し す

。その為

市街地は捨

。  

社会と市民

でいます

る。古河

発達した

当市は首

その割に

地域でもあ

ることが

日の生活で

から考え

活条件を整

一人の生

より、快

意義とは

はあらゆ

ないかと

ガイドさ

みは市民レ

然のこと

感じまし

伊勢崎市の

し て い る

と 思 い ま す

展 に ま ち

て い な い

世の中の

変 化 は つ

れ て し ま

 

く る 前 に

い、まちに

ぎ て 取 り

為、使用に

捨て去られ

民生活のシ

す。では当市

市ではま

た駅前がま

都圏通勤

地価が高

るので、

第一条件

で市民同士

えるとやは

整える必要

生活条件を

適で生き

はり”を生

る機会に

感じた次

んの案内

レベルで行

。このこ

した。官民一

現

こ

す 。 

の

の

変

い

っ

社

対

残

耐

れ、市民は新

シンボルで

市と古河市

だ首都圏

だ生きて

圏でなく

く市民の

これを生か

件となるの

士のコミ

はり伊勢崎

要性を感じ

を可能な限

生きとし

生むことに

に、社会の要

次第です。

で鷹見泉
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行っている

とが躍動

一体とな

新しい生活

であり、象

市では何

の通勤可

ています。

、周辺地域

要求にそ

かすため

のではない

ュニケー

崎市独自の

じる。  

限り汲み取

た市民生

になろうか

要望を汲

   

石記念館

ることが注

を生み、

った時の

活感に沿

徴。どこ

が違うの

能範囲に

 

域通勤と

ぐわない

には市民

いか。  

ションを

の地域性が

取り、これ

活を営む

かと感じま

み取るた

    

を見学し

注目に値し

積極的に

強みを感

った市街

の市町村

か？  ま

属し、公

なってい

のではな

が生活す

取れるこ

があり、こ

を社会生

ことにな

ます。  

めにも景

    

ました。

坂長

します。市

前進する

じずには

地を形成

も同じよ

ちの立地

共交通の

るため駅

ないかと思

る上での

とも必要

の地域で

活に生か

なれば、当

観サポー

    

実は当市

長中庭  

（ 出

民レベル

推進力と

いられな

する行動

うな悩み

位置と生

必要性が

周辺の利

思う。旧市

利便性や

ではない

なければ

すよう工

市に生活

ターの役

 《家泉

の観光ボ

典 ： 坂 長

で

な

い

を

を

活

有

便

街

快

か。 

な

夫

す

割

泉》 

ラ

HP）  



 

ン

見

と

お

明

職

て

く

く

ら

 
 
 
 
 

と

の

 

な

 

ね

 
 

 

 

 

４

タリーガ

泉石」を

を主目的

話があり

渡辺崋山

を始めら

泉石は古

後の隠居

います。

の学問に

交流し文

、ガイドの

古 河 の ま

でした。

話も分か

当時の日

原動力を

そうした

てみたい

伊勢崎市

日の土曜

ガイドは「

多くの人

に活動し

ました。

が描いた

れました

古河藩の家

居屋敷がこ

隠居後も

通じ、要

文明開化の

の心意気

ち を 歩 き

 

かり易く詳

本の社会

秘めてい

痕跡が、

まちです

市景観サポ

日に行わ

「郷土の異

人に知って

しています

 

た肖像画を

た。  

家老でした

この記念館

蘭学者と

要人・学者

の先駆者の

も伝わって

《

き な が ら 感

詳細な説明

会情勢に思

いるまちの

時々随所

す。   

ポーターの

われました

異才「鷹

て貰うこ

す。」との

を示し説

たが、免

館になっ

として多

者等と広

の紹介か

てきた。

《重田》  

感 じ た こ と

明を受けま

思いを馳せ

の趣があり

に残照の

    

の重要な年

た。  
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と は 静 か で

ました。

せ「世界の

ました。

如く感じ

    

年間行事の

で 趣 の あ る

 古い

を大切

努力を

ちが静

います

ひた

覚が地

した。

扱う老

がら風

もので

 そう

いてみ

歴史

中に於け

 
取れる見

    

の一つ「景

る 歴 史 を 感

建造物を

に守り、

少しずつ

静かに守り

す。  
むきに育

地味な活動

目をこら

老舗の商店

風情を保ち

した。  
した場に

たいと感

の表舞台

る我が国

学で勉強

    

観先進都

鷹見泉

（ 出

感 じ る ま

をはじめと

次世代に

つ心意気の

ながら推

育てている

動の中に感

らすと地場

店が歴史を

ち心の郷愁

にも時間が

感じました

台に名を刻

国の立場」

強になりま

    

都市視察」

泉石記念館

典 ： 古 河 市

ち と い う

して歴史

に引き継ぐ

のある人た

推し進めて

るという感

感じられま

場の品物を

をたたえな

愁をそそる

があれば覗

た。  
刻んだ人物

という壮

した。又

《和佐田

が１１月

館  

市 HP）

こ

史

ぐ

た

て

感

ま

を

な

る

覗

物

大

訪

田》 

１



 

づ

の

味

持

着

夜

じ

ま

干

あ

ら

的

宿

う

ま

こ

 

活

尽

と

し

 

 

 

 

 

 

景観
美尋
の探
景観
方面
と名

発行

平成

編集後記

市民、商

くり株式

ま ち 創 り

がありま

当 日 は 、

ち を い だ

きました

街 境 に バ

灯 が 私 達

さ せ て く

り 進 ん で

の 余 裕 が

り ま し た

れ た 味 わ

意味を持

こ の 街 は

場 町 。 そ

ま く ま ち

す。  

雪 華 が 古

とが肌に

動の紹介

力されて

させてい

た。   

観サポータ―
尋の「美」→
探究。 
観サポータ
面から尋ね
名付けまし

行／いせさ

成２８年

記  

工会議所

式会社 _雪華

に ど の よ

した。  

あ い に く

だ き つ つ 、

。  

バ ス が 差 し

達 を 迎 え て

れ ま し た

で い な い の

が あ る 程 度

た 。 そ の 多

わ い の あ る

持つもので

は 古 河 城 の

そ の 歴 史 が

ち 造 り に 取

古 河 の ま ち

伝わって

 

 

やガイド

いる事を

ただけれ

    

―情報紙「
→多方面か

ーは、伊勢
（美尋）、景
た。 

き景観サポ

１月２８

、古河市

華（ゆきは

よ う に 関 っ

の 雨 模 様

お よ そ １

し 掛 か る と

て く れ 「 古

た 。 市 内 で

の で し ょ う

度 の 路 地 が

多 く が 大 小

る 通 り で 、

でした。  

の 城 下 町 、

が 今 に 受 け

取 り 入 れ て

ち 造 り に 深

くる視察

ドをしてい

興味深く

ればと感じ

    

「いせさき美
から考察した

勢崎の自然、
景観の価値

ポーター実行

『いせ

日発行  

が共同で

はな）」全

っ て い る の

様 で 少 し 残

１ 時 間 半 後

と 、 江 戸 風

古 河 に 来 た

で は 面 的 整

う か 、 車 １

が 街 中 に 幾

小 の 石 で 敷

そ れ ぞ れ

ま た 日 光

け 継 が れ 、

て い る 事 が

深 く 関 わ っ

察でした。

本号

視察・

た。昨年

は、景観

史を紐

のお力

えさせ

しまし

様も悪

は一様

また

いただきま

受け取る

じました。

   

美尋」とは？
た美しいもの

歴史、地域
を学び・発

行委員会編集

せさき美尋
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出資する

国的にも

の か と 興

残 念 な 気

後 古 河 に

風 情 の 常

た 」 と 感

整 備 が あ

１ 台 に 若

幾 す じ も

敷 き 詰 め

れ に 歴 史

光 街 道 の

そ れ を

が 分 か り

っ て い る

   《

号は「境地

古河市」を

年度に続き

観サポータ

解くもの

をお借り

ていただ

たが、字

戦苦闘し

に笑顔と

、古河市

ました。国

る事が出来

改めてお

    

？ 
の。「尋」→

域文化、先進
発見すべく研

集部 

尋』景観サ

   

第３セク

珍しい運

《佐藤》

区歴史の

を題材と

き第２回

ターが案内

です。今

し“繭ク

きました

際に作っ

無事作り

なってい

「まちづ

内でも珍

来、私達の

礼申し上

   

→素晴らしい

進性等景観
研鑽を重ね、

サポーター

連絡先／

ター方式

営を行っ

路地裏め

して発行

目となる境

内役とな

回は島村

ラフト作

。比較的簡

てみると

上げてい

ました。

くり会社

しい組織

まちの「

げます。

    

い景観を尋

の大切さ・
、その発表

ー情報紙第

090-1252

石

をとって

ている組

ぐり」と

させてい

境地区の

り自分た

の「みち

り”をイ

簡単な題材

大変で、

いました。

 

雪華」で

の基にま

まちづく

ありがと

    

尋ね求める。

素晴らしさ
表の場を「い

第８号  

2-2509（佐

石畳の路地

いる「ま

組織で、古

「先進都

ただきま

まちめぐ

ちの街の

くさ塾」

ベントに加

材をお願

参加者の

皆さんの

まちづく

ちづくり

り」の参

うござい

（佐藤）

対象物の本

さ・美しさを
いせさき美尋

佐藤好彦）

地  

ち

河

市

し

り

歴

様

加

い

皆

顔

り

に

考

ま

 

本質

を多
尋」

 


